
3.8  アンケート結果のまとめ 

 

アンケートから把握できた市民の移動実態や公共交通に対するニーズを以下にまとめる。 

 

(1)  外出実態と公共交通の利用実態 

■市民の外出実態 

・ 全体としては二本松市内の移動が最も多く（７割以上）、次いで福島市が 1 割程度である。 

・ 二本松市内においては、二本松地区、油井地区、岳下地区の割合が高い。岩代地域、東和地

域は二本松地区、油井地区等の他に、小浜地区、針道地区の割合が高い。 

・ 通勤・通学目的の移動については、二本松市内（５割）に次いで、福島市、郡山市など近隣

市の割合も高い。 

・ 買い物、公共施設、通院・介護など、生活交通に関しては二本松市内が８割程度と多い。 

 

■公共交通の利用実態 

・ 「公共交通を殆ど利用しない」の割合が 75.0％であった。一方、週に１～2 回以上の利用者

は 6.6％とわずかであった。 

・ 10 歳代においては、公共交通を週に 5 回以上利用するが 12.1％存在しており、通学等を目的

として最も利用する年齢層である。また、高齢者の利用頻度は多くないが、週に 1～2 回など

の利用が多い。 

・ 地域別では、二本松地域、安達地域に比べ、岩代、東和地域の公共交通利用の割合が高い。

特に新殿地区、旭地区、上太田地区、針道地区、戸沢地区の利用割合が高い。 

 

■公共交通の認知度 

・ 全体では「運行していることは知っているが内容はあまり知らない」の割合が 47.8％と最も

高い。ただし、岩代、東和地域においては「運行の内容を良く知っている」が 5 割程度と高

い。 

・ ようたすカー、ひょうたん号は運行地域が限られ、非運行地域での認知度は低い。ただ、非

運行地域においても 2割程度は「運行していることは知っている」との回答であった。 

 

■公共交通を利用しない理由（非利用者） 

・ 公共交通をあまり利用しない理由としては、「自分で車（マイカー）を運転して移動するから」

の割合が最も高い。また、「別の人が運転する自動車で移動するから」も 14.0％あり、自動車

での移動が最も大きな要因であることが示された。 

・ 「利用したい時間に運行していない」、「バス停が遠いから」など、バスのサービス水準が満

足でないことから利用しないという意見も 1割程度あった。 
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(2)  交通手段別利用実態、評価 

■路線バス 

＜利用実態＞ 

・ 路線バス利用者においては、週に 5 回以上の利用が半数であった。また、目的については通

勤・通学が多く、次いで通院の利用が多い。 

・ 行きは 7～8時台が 7 割近くと、殆どの利用ニーズが集中する。帰りは行きに比べ分散してお

り、午後 5～6 時台、3～4 時台の利用が多い。 

＜満足度＞ 

・ 評価項目別の路線バスの満足度については、「バス停」「行き先」が比較的満足度が得られて

いる結果であった。 

・ 一方、「運行本数」「運行時間」「料金」については、「本数が少ないので増やして欲しい」や

「もっと早い便も遅い便も欲しい」「もっと安くして欲しい」など不満割合が高い。「定時性」

についても、「時々遅れることがある」などの指摘事項がある。 

 

 

■ようたすカー 

＜利用実態＞ 

・ ようたすカー利用者においては、月に 2～3 回以上の利用が約半数であった。また、目的につ

いては過半数が通院・介護サービスの利用であった。毎日の利用よりは、月または週数回の

通院交通としての利用が多数である。 

・ 行きは 9～10 時台が 4 割程度であり、7～8 時台の利用も多い。帰りは、午後 1～2 時台と早く、

通院帰りと考えられる。 

＜満足度＞ 

・ 評価項目別のようたすカーの満足度については、「料金」が「現在の料金で妥当である」と比

較的満足度が得られている結果であった。 

・ 一方、「待ち時間」については、「早かったり遅かったりとすることがあるが、乗合なので仕

方ないと思っている」との回答が比較的多かった。 

 

 

■ひょうたん号 

＜利用実態＞ 

・ ひょうたん号利用者においては、週に 1～2 回、月に 2～3 回以上の利用をあわせ過半数であ

った。また、目的については通院・介護サービスの利用が大半であった。曜日によりコース

が変わることから、週数回または月数回の通院交通としての利用が多数である。（ようたす号

と類似する） 

・ 行きは午前 7～8時台が 5割以上であり最も多い。帰りは午前 11～12 時台と早い利用であり、

一日一往復のひょうたん号の通院帰り（往復利用）と考えられる。 

＜満足度＞ 

・ 評価項目別のひょうたん号の満足度については、全ての項目で 6 割以上の満足度が得られて

いる結果であった。特に「定時性」についての満足度が高い。 

・ 「運行本数」については「本数が少ないので増やして欲しい」が 2 割程度であり、満足度の

比較的低い項目であった。 

 

 78



(3)  マイカー利用者の意識 

■マイカー利用者の公共交通利用意向 

・ マイカー利用者全体のうち、43.6％が「出来る限り公共交通を利用したい」と回答している。

また「積極的に利用したい」との回答も 8.3％あった。 

・ 年齢層別では、10 歳代において「積極的に利用したい」の回答が 25.0％あった。高齢者にお

いても、年齢が上がるほど利用意向が高くなる傾向が見られた。 

 

■送迎・同乗の利用状況と利用者の公共交通利用意向 

・ 回答者全体の半数が送迎、同乗を利用しており、配偶者や子供、父または母が運転する自動

車の利用が多い傾向が見られた。関係が遠い間柄ほど利用者にとっての気兼ね（遠慮）が発

生している。 

・ 送迎・同乗利用者全体のうち、52.2％が「出来る限り公共交通を利用したい」と回答してい

る。また「積極的に利用したい」との回答も 18.1％あった。 

 

 

(4)  公共交通のあり方 

■公共交通の改善すべき点 

・ 公共交通の改善すべき点として、「バス等の利用運賃を安く利用できるようにする」「目的地

に直接行けるようにする」などの意見が多い。 

・ 運行の工夫として、「バス停以外でも路線上なら自由に乗り降りできるようにする」や「需要

対応型で家の近くで乗り降りできるようにする」といった意見も多い。 

 

■公共交通の今後のあり方 

・ 公共交通の今後のあり方として、「現在と同程度の財政負担を維持したまま効率化や見直し、

サービス維持」が最も多い。また、続いて「市民がもっと公共交通を利用して、市の財政負

担を減らすように協力していくべき」が多く、市民の利用や協力意向も伺われる。 

・ 「市民負担や財政負担を高くしても今以上に公共交通サービスの向上を図るべき」について

は、全体で最も低く、市民は財政負担を伴うサービスの向上化は望んでおらず、サービス水

準の維持、または向上においても運行の効率化により進めることが必要とされている。 
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